
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

                           
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

み
ん
な
ね
っ
と
東
京
大
会
の
ご
案
内 

都
連
副
会
長 

轡
田 

英
夫 

こ
の
10
月
に
東
京
で
み
ん
な
ね
っ
と

の
全
国
大
会
が
左
記
の
要
領
で
開
催
さ
れ

ま
す
。
今
ま
で
の
例
で
す
と
、
旅
行
業
者

に
事
務
作
業
等
を
依
頼
し
て
開
催
し
て
い

た
の
で
す
が
、
今
回
は
経
費
の
削
減
の
為
、

大
会
実
行
委
員
会(

東
京
つ
く
し
会
理
事

等)

が
中
心
に
な
っ
て
、
企
画
・
運
営
だ
け

で
な
く
、
事
務
作
業
等
も
行
っ
て
い
ま
す
。 

【
全
体
会
】 

 

[

日
時]
10

月

7

日(

木)

11

時
～ 

 
 

16
時
４５
分 

[

会
場]

 

調
布
市
文
化
会
館
「
た
づ
く
り
」 

[

交
通]

 

京
王
線
調
布
駅
中
央
口
4
分 

[

参
加
方
法]

会
場
又
は
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加 

【
基
調
講
演
】 

[

講
師]

 

白
石
弘
已
氏 

[

テ
ー
マ]

 

当
事
者
・
家
族
が
生
き
い
き

と
地
域
で
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
～
医

療
・
地
域
の
連
携
～ 

【
特
別
講
演
】 

[

講
師]

 

齋
藤
正
彦
氏(

都
立
松
沢
病
院

名
誉
院
長) 

[

テ
ー
マ]

 

首
都
東
京
の
精
神
医
療
を
考

え
る
～
都
立
松
沢
病
院
の
取
組
～ 

【
分
科
会
】 

[

日
時]

 

10
月
8
日(

金) 

[

会
場]

 

赤
羽
会
館 

[

交
通]  

JR
赤
羽
駅
東
口
5
分 
 

地
下
鉄
南
北
線 

赤
羽
岩
淵
駅
10
分

{

参
加
方
法] 

会
場
参
加
の
み 

【
午
前
】
10
時
～
12
時 

【
分
科
会
１
】 

[

テ
ー
マ]

地
域
づ
く
り
～
地
域
移
行
・
地

域
生
活
支
援
体
制
を
考
え
る
～ 

[

助
言
者] 

伊
澤
雄
一
氏(

は
ら
か
ら
の
家

福
祉
会
理
事) 

 

【
分
科
会
２
】 

[

テ
ー
マ]

精
神
疾
患
か
ら
の
回
復
を
ど
う

支
援
す
る
か
～
就
労
支
援
を
通
し
て
～ 

[

助
言
者]

 

池
淵
恵
美
氏(

帝
京
平
成
大

学
大
学
院
臨
床
心
理
学
研
究
科
教
授) 

 
 

【
午
後
】
2
時
～
4
時 

 

【
分
科
会
３
】 

[

テ
ー
マ]

な
ぜ
子
ど
も
は
暴
力
を
振
る
う

の
か
？
暴
力
は
ど
う
し
た
ら
止
む
の
か
？ 

[

助
言
者]

 

蔭
山
正
子
氏(

大
阪
大
学
大

学
院
医
学
研
究
科
教
授) 

 
【
分
科
会
４
】 

[

テ
ー
マ]

誰
も
が
人
生
の
主
人
公
～
子
離

れ
の
ス
ス
メ
・
親
亡
き
後
の
準
備
～ 

[

助
言
者]

 
増
田
一
世
氏(

や
ど
か
り
の

里
理
事
長) 

【
申
し
込
み
方
法
】 

【
一
】 

郵
便
振
替
（
会
場
参
加
の
み
） 

（
加
入
者
名)

 

東
京
つ
く
し
会 

(

口
座
記
号) 

00120
-2

-397862 

(

参
加
費)

一
般(

３
千
円)

当
事
者
（
千
円
） 

 

(

参
加
区
分) 

全
体
会 

分
科
会
名 

参
加
者
の
住
所 

氏
名 

電
話
番
号
を
記
入 

【
二
】 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込 

(

会
場
参
加
・
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
サ
イ
ト) 

https://minnanet2021.peatix.com 

【
三
】 

全
体
会
の
み
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加 

（
対
象
者
）
学
生
・
支
援
者
等
限
定 

（
参
加
費
）
千
円(

大
会
資
料
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
無
し) 

◎
【
一
】【
二
】
の
参
加
者
全
員
に
、
大
会

資
料
と
、
全
て
を
記
録
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
お

送
り
し
ま
す
。【
三
】
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

【
四
】
申
込
締
切 

9
月
6
日(

月) 
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

東
京
つ
く
し
会 

03-3304-11108 

今
回
の
開
催
に
当
た
り
ま
し
て
は
、
各

単
会
の
協
力
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

以
下
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】 

[

調
布
会
場] 

多
摩
ブ
ロ
ッ
ク
の
単
会 

[

赤
羽
会
場] 

23
区
ブ
ロ
ッ
ク
の
単
会 

を
中
心
に
単
会
１
名
程
度
の
参
加
を
お
願

い
し
ま
す
。
参
加
費
・
交
通
費
は
各
単
会

で
、
昼
食
は
実
行
委
員
会
で
負
担
し
ま
す
。

【
寄
付
金
】 

ブ
ロ
ッ
ク
会
議
で
、
各
単

会
一
万
円
の
寄
付
を
お
願
い
致
し
ま
し
た
。

専
用
振
込
用
紙
で
振
込
を
お
願
い
し
ま
す
。 

皆
さ
ん
の
協
力
の
も
と
、
是
非
東
京
大

会
を
成
功
裡
に
終
わ
ら
せ
ま
し
ょ
う
！
！ 

令和３年８月号 

東京都精神保健福祉家族会連合会

（東 京 つ く し 会） 

〒 156-0056 世田谷区八幡山

3-33-1  林マンション 301 

TEL/FAX：０３－３３０４－１１０８ 

http://www.ttsukush。sakura,ne,jp/

発行者 眞壁 博美 
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２
０
２
２
年
度
東
京
都
予
算
要
望
に
つ
い
て 

７
月
２８
日
に
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た 

 
 
 
 
 
 
 
 

都
連
副
会
長 

植
松
和
光 

 
 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
歯
止
め

が
か
か
ら
な
い
中
、
精
神
障
が
い
者
及
び
そ
の
家
族

は
日
々
大
変
な
状
況
に
お
か
れ
て
い
ま
す
。 

 

そ
ん
な
な
か
で
、
来
年
度
東
京
都
予
算
の
編
成
に

あ
た
り
要
望
を
し
ま
し
た
の
で
そ
の
概
要
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。 

重
点
項
目 

１ 

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
（
訪
問
診
療
）
拡
充
で
精
神
科

医
療
に
繋
げ
て
く
だ
さ
い 

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
事
業
に
つ
い
て
は
都
道
府
県
、
政

令
指
定
都
市
、
東
京
都
特
別
区
、
中
核
市
が
実
施
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
東
京
都
の
現
状
は
都
立

精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
及
び
世
田
谷
区
、
練
馬
区
、

豊
島
区
並
び
に
中
核
都
市
で
あ
る
八
王
子
市
が
実

施
し
て
い
る
の
み
で
す
。
次
の
こ
と
を
要
望
し
ま
す
。 

（
1
）
す
べ
て
の
都
立
保
健
所
管
内
に
ア
ウ
ト
リ
ー

チ
事
業
所
を
複
数
個
所
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。 

（
2
）
23
区
で
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
事
業
の
未
実
施
の

区
に
東
京
都
か
ら
支
援
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

（
3
）
都
立
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
ア
ウ
ト
リ

ー
チ
事
業
を
充
実
し
て
く
だ
さ
い
。 

２ 

思
春
期
に
お
け
る
精
神
疾
患
の
早
期
発
見
で
教

育
の
保
障
を
し
て
く
だ
さ
い 

（
1
）
精
神
疾
患
を
予
防
す
る
教
育
と
早
期
発
見
の

た
め
の
啓
発
パ
ン
フ
を
中
学
２
年
生
に
配
布
し
て

く
だ
さ
い
。 

（
2
）
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
充
実
と
新
た
に

複
数
の
精
神
保
健
福
祉
士
の
配
置
と
全
教
職
員
へ

の
研
修
の
実
施
を
お
願
い
し
ま
す
。 

（
3
）
小
学
校
、
中
学
校
へ
の
精
神
保
健
教
育
の
導

入 ２
０
２
２
年
度
か
ら
使
用
す
る
高
校
の
新
学
習
指

導
要
領
の
保
健
体
育
に
「
精
神
疾
患
の
予
防
と
回

復
」
の
項
目
が
で
き
、
「
精
神
疾
患
の
予
防
と
回
復

に
は
、
運
動
、
食
事
、
休
養
及
び
睡
眠
の
調
和
の
と

れ
た
生
活
を
実
践
す
る
と
と
も
に
、
心
身
の
不
調
に

気
付
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
疾
病
の
早

期
発
見
及
び
社
会
的
な
対
策
が
必
要
で
あ
る
こ
と
」

と
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。
東
京
都
に
お
い
て
は
、
高

等
学
校
だ
け
で
は
な
く
小
学
校
、
中
学
校
に
お
い
て

も
是
非
、
授
業
の
中
に
同
様
の
内
容
を
取
り
入
れ
て

く
だ
さ
い
。 

他
の
重
点
要
望
項
目 

１ 

障
害
者
差
別
解
消
条
例
の
普
及
啓
発 

 

障
が
い
者
の
人
数
約
８
０
万
人
（
平
成
３１
年
３
月
末

現
在
障
害
者
手
帳
交
付
人
数
）
で
す
。
相
談
者
数
は

わ
ず
か
０
．
０
０
１
％
で
す
。
今
後
、
更
に
普
及
啓

発
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
次
の
こ
と
を

要
望
し
ま
す
。 

（
１
）
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
増
刷
と

配
布 

現
在
、
都
で
発
行
し
て
い
る
「
み
ん
な
で 
支
え
合

う
と
も
に
生
き
る
東
京
へ
」
等
の
増
刷
配
布
を
お
願

い
し
ま
す
。 

（
２
）
子
ど
も
た
ち
へ
の
差
別
解
消
の
啓
発
活
動
を

積
極
的
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
特
に
、
小
学
校
か
ら

の
障
害
理
解
を
深
め
る
た
め
の
取
組
み
が
必
要
で

す
。
市
区
町
村
教
育
委
員
会
へ
の
働
き
か
け
を
お
願

い
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

２ 

家
族
会
活
動
へ
の
支
援
に
つ
い
て 

 

家
族
会
活
動
は
、
広
範
な
都
民
の
精
神
保
健
福
祉

に
関
す
る
声
を
反
映
す
る
社
会
的
な
活
動
で
あ
り

ま
す
。
是
非
、
事
務
所
の
運
営
に
つ
い
て
他
県
と
同

様
に
都
立
精
神
保
健
セ
ン
タ
ー
等
を
使
用
さ
せ
て

く
だ
さ
い
。 

他
県
連
家
族
会
事
務
所
は
２６
県
で
県
立
精
神
保

健
セ
ン
タ
ー
等
の
中
に
あ
り
使
用
許
可
を
受
け
活

動
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
使
用
許
可
が
で
き
な
い

場
合
は
家
賃
の
補
助
を
お
願
い
し
ま
す
。 

３ 

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度
（
マ
ル
障
）

を
２
級
手
帳
所
持
者
も
対
象
に
し
て
く
だ
さ
い 

 

マ
ル
障
に
つ
い
て
は
、
東
京
都
の
施
策
に
よ
り
精

神
障
害
者
に
も
平
成
３０
年
１
月
か
ら
精
神
保
健
福

祉
手
帳
１
級
所
持
者
も
対
象
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

制
度
の
お
か
げ
で
約
６
０
０
０
名
の
当
事
者
が
制

度
を
利
用
し
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

精
神
障
が
い
者
の
健
康
と
命
、
暮
ら
し
を
守
る
た
め

に
も
当
面
精
神
保
健
福
祉
手
帳
２
級
所
持
者
を
マ

ル
障
の
対
象
者
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

    

２ 

http://www.asahi.com/topics/word/学習指導要領.html
http://www.asahi.com/topics/word/学習指導要領.html
http://www.asahi.com/topics/word/保健体育.html


 

『
西
多
摩
の
精
神
医
療
と
家
族
会
活
動
』 

 
 
 
 
 
 
 

都
連
副
会
長 

中
住 

孝
典 

 

✦
地
域
特
性 

西
多
摩
の
エ
リ
ア
は
青
梅
市
・
羽
村
市
・
福
生

市
・
あ
き
る
野
市
・
瑞
穂
町
・
奥
多
摩
町
・
日
の
出

町
・
桧
原
村
の
４
市
３
町
１
村
で
す
。
東
京
都
の
北

西
部
に
位
置
し
山
梨
県
・
埼
玉
県
と
隣
接
し
東
京
の

奥
座
敷
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
東
京
都
の
面
積
の

２
５
％
を
占
め
て
い
ま
す
が
人
口
は
３
％
に
と
ど

ま
っ
て
お
り
過
疎
の
山
間
部
と
人
口
の
集
中
地
区

が
混
在
す
る
地
域
で
す
。
都
心
と
比
較
し
緑
多
い
環

境
に
あ
り
多
摩
川
の
上
流
域
で
す
か
ら
自
然
環
境

に
も
恵
ま
れ
、
空
気
が
お
い
し
い
暮
ら
し
や
す
い
地

域
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
残
念
な
こ
と
に
ド
ラ
マ
な
ど

の
殺
人
事
件
の
現
場
（
「
奥
多
摩
～
～
殺
人
事
件
」

な
ど
）
に
よ
く
使
わ
れ
る
の
も
青
梅
・
奥
多
摩
で
す
。

こ
の
よ
う
に
風
光
明
媚
な
地
域
で
す
。 

 ✦
精
神
医
療
の
状
況 

西
多
摩
地
域
は
東
京
の
精
神
医
療
の
縮
図
を
反

映
し
た
地
域
と
い
え
ま
す
。
（
東
京
都
福
祉
保
健

局
・
Ｈ
２８
・
１０
・
１
現
在
）
東
京
の
全
精
神
科
病

床
数
２
２
、
４
１
２
の
う
ち
約
一
割
２
、
６
１
５
床

を
西
多
摩
地
域
が
担
っ
て
お
り
八
王
子
に
次
い
で

東
京
で
２
番
目
に
精
神
科
病
院
の
多
い
地
域
で
す
。 

 

驚
く
な
か
れ
こ
れ
を
人
口
万
対
病
床
数
で
見
る

と
２
１
５
．
８
床
と
な
り
東
京
で
一
番
人
口
割
合
に

対
す
る
精
神
科
ベ
ッ
ド
数
の
多
い
地
域
と
な
り
ま

す
。
東
京
で
一
番
と
い
う
こ
と
は
世
界
で
一
番
と
い

う
こ
と
で
す
。
こ
ん
な
に
も
多
く
の
精
神
科
の
ベ
ッ

ド
が
果
た
し
て
必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
。
日
本
の
精

神
科
病
院
は
民
間
主
導
で
す
か
ら
ベ
ッ
ド
を
開
け 

た
ま
ま
に
し
て
お
け
ま
せ
ん
。
都
内
の
病
院
で
長
期

化
を
余
儀
な
く
す
る
患
者
さ
ん
が
西
多
摩
地
域
の

精
神
科
病
院
に
転
院
し
そ
こ
で
ま
た
長
期
化
が
続

く
と
い
う
流
れ
も
一
方
で
は
あ
り
ま
す
。
西
多
摩
地

域
の
精
神
科
病
院
が
都
内
の
精
神
科
病
院
の
後
方

的
機
能
を
果
た
し
て
い
る
と
い
う
構
図
も
あ
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。
精
神
科
の
ベ
ッ
ド
を
少
な
く
し
て

そ
こ
に
か
か
る
医
療
費
を
地
域
の
生
活
支
援
対

策
・
マ
ン
パ
ワ
ー
充
実
に
回
す
こ
と
が
精
神
障
害
者

の
地
域
移
行
・
定
着
そ
し
て
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
推
進
に
欠
か
せ
な
い
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
精

神
科
病
院
と
地
域
は
一
体
的
な
関
係
に
あ
る
の
だ

と
感
じ
ま
す
。
地
域
の
生
活
支
援
体
制
が
充
実
す
る

こ
と
が
家
族
と
当
事
者
の
関
係
改
善
、
当
事
者
・
家

族
が
生
き
い
き
と
地
域
で
暮
ら
し
て
い
く
こ
と
に

つ
な
が
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
Ｈ
１６
年
度
、
多
摩
地

域
に
お
け
る
東
京
都
保
健
所
は
再
編
さ
れ
多
摩
川

保
健
所
と
秋
川
保
健
所
が
統
合
さ
れ
西
多
摩
保
健

所
が
西
多
摩
全
域
の
広
域
的
、
専
門
的
な
役
割
を
担

う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
時
も
内
部
の
保
健
師

さ
ん
た
ち
か
ら
も
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を

招
く
と
の
危
惧
が
上
が
り
ま
し
た
。
精
神
障
害
者
支

援
は
時
間
と
き
め
細
か
な
個
別
対
応
が
必
要
と
さ

れ
ま
す
。
は
か
ら
ず
も
今
、
コ
ロ
ナ
の
問
題
で
保
健

所
の
機
能
強
化
・
マ
ン
パ
ワ
ー
強
化
の
声
が
上
が
っ

て
い
ま
す
。
昔
と
比
べ
保
健
所
の
保
健
師
さ
ん
た
ち

の
顔
が
見
え
に
く
く
な
っ
て
い
ま
す
。
生
活
支
援
に

は
顔
と
顔
の
見
え
る
関
係
作
り
が
と
て
も
大
切
と

な
り
ま
す
。 

 

✦
家
族
会 

西
多
摩
地
域
の
家
族
会
は
（
青
梅
）「
ほ
っ
と
・
ス 

マ
イ
ル
」
（
福
生
・
羽
村
・
瑞
穂
）
「
Ｆ
Ｈ
Ｍ
の
会
」

（
あ
き
る
野
・
日
の
出
）「
西
多
摩
虹
の
会
」（
羽
村
）

「
ス
マ
イ
ル
の
会
」
の
４
つ
の
家
族
会
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
家
族
会
が
例
会
や
お
し
ゃ
べ
り
会
、
ピ

ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
相
談
会
な
ど
を
行
い
地
道
な

家
族
交
流
や
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
私
が
所

属
し
て
い
る
「
青
梅
ほ
っ
と
・
ス
マ
イ
ル
」
は
Ｆ
Ｈ

Ｍ
の
会
を
見
習
い
２
年
前
か
ら
「
家
族
に
よ
る
福
祉

相
談
会
」
を
月
１
回
開
い
て
い
ま
す
。
市
の
広
報
を

見
て
ほ
ぼ
毎
月
必
ず
新
た
な
相
談
が
あ
り
多
い
時

は
４
～
５
件
と
い
う
具
合
で
す
。 

そ
れ
も
ど
こ
に
も
つ
な
が
っ
て
お
ら
ず
途
方
に

暮
れ
て
相
談
に
来
る
方
、
保
健
所
か
ら
紹
介
さ
れ
て

く
る
方
な
ど
、
潜
在
的
に
精
神
科
の
問
題
を
抱
え
て

お
ら
れ
る
方
の
多
さ
を
感
じ
ま
す
。
家
族
は
支
援
を

必
要
と
し
て
い
ま
す
が
同
時
に
共
感
で
き
る
支
援

者
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
に
家
族
会
の
存
在
意
義
も

強
く
あ
り
ま
す
。
そ
の
こ
と
を
精
神
保
健
福
祉
行
政

は
強
く
認
識
し
家
族
会
支
援
を
行
い
重
要
な
社
会

資
源
の
一
つ
と
し
て
位
置
付
け
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
西
多
摩
地
域
は
交
通
の
便
が
こ
と
さ
ら
悪

い
地
域
で
す
。
で
す
か
ら
集
ま
る
に
し
て
も
時
に
は

送
り
迎
え
を
し
な
が
ら
み
ん
な
で
助
け
合
っ
て
つ

な
が
り
を
作
っ
て
い
き
ま
す
。
家
族
会
の
高
齢
化
が

進
む
一
方
、
家
族
会
を
必
要
と
し
て
い
る
新
た
な
家

族
の
存
在
も
多
く
あ
り
ま
す
。
西
多
摩
地
域
の
そ
れ

ぞ
れ
の
家
族
会
も
西
多
摩
の
家
族
会
と
し
て
よ
り

つ
な
が
り
や
連
携
で
き
る
機
会
を
作
り
大
き
な
塊

と
し
て
支
え
あ
い
時
に
は
地
域
に
発
信
し
て
い
く

力
を
高
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

３ 



☆
賛
助
会
費
☆
（
敬
称
略
） 

錦
糸
町
ク
ボ
タ
ク
リ
ニ
ッ
ク 

 

５
０
０
０
円 

草
地 

玲
子 

 
 
 
 
 
 

 

２
０
０
０
円 

柳
沢
ク
リ
ニ
ッ
ク   

 
 
 

 

５
０
０
０
円 

北
千
住
旭
ク
リ
ニ
ッ
ク 

 
   

 
 

５
０
０
０
円 

大
倉
診
療
所 

 
 
 
  
 
 
 
 
   

 
 

５
０
０
０
円  

土
屋 

米
子 

 
 
 
 
  
 
 
 
 
   

 
 

２
０
０
０
円 

吉
田 

晴
哉 

  
 
  
 
 
 
 
   

 
 

２
０
０
０
円 

匿
名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

２
０
０
０
円 

宮
本 

里
詩
子 

 
 
 
 
 

 
２
０
０
０
円 

匿
名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
２
０
０
０
円 

新
小
岩
南
口
ク
リ
ニ
ッ
ク 

 
 

５
０
０
０
円 

く
る
み
ク
リ
ニ
ッ
ク 

 
 
 

 

５
０
０
０
円 

戸
島
絹
江 

 
 
 
 
 
 
 

 

２
０
０
０
円 

徳
井
記
念
五
反
田
メ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

５
０
０
０
円 

松
原 

の
り
子 

 
 
 
 
 

 

２
０
０
０
円 

代
々
木
の
森
診
療
所 

 
 
 
   

 
 

５
０
０
０
円 

幸
仁
ク
リ
ニ
ッ
ク 

 
 
 
 
   

 
 

５
０
０
０
円 

天
下
堂
医
院 

 
 
 
 
 
 

 

５
０
０
０
円 

石
川
ク
リ
ニ
ッ
ク  

 
 
 
 

５
０
０
０
円 

 

打
浪 

誉
也 

 
  
 
 
 
 
  

 

２
０
０
０
円 

小
島 

頼
子 

 
 
 
 
 
 
 

２
０
０
０
円 

板
橋 

仁 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
０
０
０
円 

匿
名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

２
０
０
０
円 

石
井
メ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク 

１
０
０
０
０
円 

に
し
の
木
ク
リ
ニ
ッ
ク 

 
   

 
 

５
０
０
０
円 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

  

☆
講
演
会
の
お
知
ら
せ
☆ 

※
講
演
会
は
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
関
係
で
や
む 

な
く
中
止
・
延
期
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の 

で
、
お
出
か
け
の
際
は
主
催
者
に
ご
確
認
下
さ 

い
。 

 

○
９
月
１６
日(

木)
 

13
時
30
分
～
１５
時
３０
分 

「
回
復
力
を
高
め
る
、
関
わ
り
方
の
基
本 

 

ご
本
人
と
ご
家
族
の
間
に
み
ら
れ
る
気
持
ち 

の
す
れ
違
い
を
ど
う
し
た
ら…

」 

講
師 

Ｓ
Ｓ
Ｔ
リ
ー
ダ
ー 

高
森 

信
子
氏 

 

会
場 

高
円
寺
障
害
者
交
流
館 

１
階 

 

予
約
不
要 

主
催 

杉
並
家
族
会 

☎080-1004
-
1197  

 

○
９
月
１８
日
（
土
）
午
後
２
時
～
４
時 

「
こ
こ
ろ
の
健
康
～
統
合
失
調
症
へ
の
対
応 

 

特
に
家
族
の
対
応
の
仕
方
を
考
え
る
～
」 

講
師 

元
・
七
生
病
院
院
長 

板
橋 

充
氏 

会
場 

ひ
の
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
１
階 

講
座
室 

 
 

申
込
不
要 

主
催 

日
野
い
ず
み
会 
☎042

-592
-8993 

 

   

八
月
の
空
を
な
が
め
て
い
る
。 

朝
か
ら
雲
ひ
と
つ
な
い
青
空
が
つ
づ
い
て
い

る
。 

今
日
も
暑
さ
と
の
闘
い
が
始
ま
り
そ
う
だ
。 

 

い
つ
の
頃
だ
っ
た
か
。
あ
れ
は
50
代
の
後
半
に

入
っ
た
こ
ろ
。 

夏
が
く
る
、
そ
う
思
っ
た
だ
け
で
な
ん
と
な
く

わ
く
わ
く
、
特
に
何
か
が
ま
っ
て
い
る
と
い
う

わ
け
で
も
な
い
の
に
、
胸
が
高
鳴
る
。 

毎
年
の
恒
例
の
行
事
の
よ
う
に
。 

と
こ
ろ
が
そ
の
年
は
違
っ
た
。
わ
く
わ
く
も

し
な
い
し
ウ
キ
ウ
キ
感
も
な
い
。 

そ
の
こ
と
を
同
僚
に
話
し
た
。
そ
の
人
は
し
み

じ
み
と
私
の
顔
を
見
て
呆
れ
た
よ
う
に
言
っ

た
。 

「
や
っ
ぱ
り
、
若
い
ん
で
す
ね
」 

「
や
っ
ぱ
り
」
と
は
な
ん
だ
、
と
そ
の
時
は
思

っ
た
も
の
だ
。 

そ
し
て
同
時
に
悟
っ
た
。 

も
う
あ
の
日
々
は
永
遠
に
や
っ
て
こ
な
い
の
だ

と
。 い

つ
も
夏
を
迎
え
る
と
あ
の
わ
く
わ
く
感
に

包
ま
れ
て
い
た
頃
を
思
い
出
す
。 

 

八
月
は 

や
が
て
悲
し
き
空
と
海 

 

 
 
 
 

都
連
副
会
長 

 

本
田 

道
子 

 

４ 


